
横浜市中期4か年計画の計画期間内
（平成22～25年度）に実施する主な取組です。

●5 基本計画で取り組む具体的施策

環境学習・
普及啓発1

●転入者・外国人・高齢者等への
　情報提供
●事務所・工場の出前講座の拡充
●地域人材を中心とした新たな
　推進体制の確立

★ごみ・環境情報の積極的な提供

★地域に密着した情報発信等

★環境行動を実践する人づくり

事業系
ごみ対策4

●食品廃棄物のリデュース・リサ
　イクルの促進
●優良事業者表彰
●焼却工場での搬入物検査や事
　業所への立入調査による分別
　指導の徹底

★事業系ごみの減量・リサイクル

★事業系ごみの適正処理

★環境行動を実践する事業者との連携

★リサイクル事業者等の育成

ごみの
処理・処分5

●都筑工場の耐震補強工事
●南本牧最終処分場
（第5ブロック）の整備
●焼却灰の有効利用
●省エネルギー化の推進

★安全で安定した処理・処分

★ごみ処理における環境負荷の低減

★運営の効率化

★3Rや適正処理の推進に係る
　各種調査・研究

きれいな
まちづくり6

●地域の実情に合った自主的な
　美化活動の支援
●不法投棄多発地域の監視強化

★地域と連携したきれいな
　まちづくり

リデュース
（発生抑制）

の推進
2 ★市民・事業者・行政の協働による

　リデュースの推進
http://www.r-hiroba.jp/

●「ヨコハマＲ（リデュース）ひろば」
　の設置と運営
詳しくはここをチェック！

家庭系
ごみ対策3

●ふれあい収集等の推進
●市民の相談・啓発窓口として
　の事務所機能の充実・強化

●集積場所改善の取組強化

●新たな生ごみリサイクル

●分別の更なる徹底

★市民ニーズに対応したきめ細
　やかなサービスの提供

★地域コミュニティの支援

★新たなリサイクル

★家庭系ごみの減量・リサイクル

★資源物の中間処理施設の整備・
　運営

★家庭系ごみの適正処理

★国等への働きかけ

集積場所改善相談窓口オープン

集積場所快善(改善)隊 発足

生ごみバイオガス化実証実験

4か年の取組から
注目事業をピックアップ

6

●4目標達成に向けて

熱帯夜、猛暑日、
異常気象

なぜ、

温暖化対
策に

取り組む
のか？

どうした
ら

温室効果
ガスを

減らせる
の？

余分なレジ袋を断る

ペットボトル、プラスチック製
容器包装をしっかり分別

マイボトルを持つ

服を長く大切に着る
フリーマーケットを利用する

食べ残しをしない

生ごみの水切り

水分が減ると

ごみが燃えやすくなるよ

ごみに含まれる
水分を減らす

プラスチックのごみを減らす
プラスチック製容器包装・
プラスチック製品

ナイロン・ポリエステルなど
合成繊維のごみを減らす

マイボトル
スポットのロゴ

マイボトルへの
飲料提供をしてくれる

お店だよ!

ごみ減量から始めよう脱温暖化

本市では、環境モデル都市として脱温暖化の取組を推進しています。

廃棄物分野においても脱温暖化の取組が重要であることから、
温室効果ガスの削減目標を設定しました。

平成21年度
2009年

度

現状

温室効果ガス排出量

28.2万トン

平成37年度
2025年

度

温室効果ガス排出量

14.1万トン

平成25年度
2013年

度

温室効果ガス排出量

25.3万トン
約3万トン削減
▲10%以上

約14万トン削減
▲50%以上

かんばつ 農作物の減少・高騰

生物多様性の喪
失

感染症の拡大

地球温暖化が加速

ごみのリデュース（発生抑制）
更なる分別の徹底

ごみのリデュース（発生抑制）
更なる分別の徹底

温室効果ガスの削減目標

効率的な
ごみ発電
効率的な
ごみ発電

横浜らしく、かっこよく、「もったいない」を楽しもう。

もっと・チャレンジ・ザ・３Ｒ

ヨコハマR委員会

ホームページ

フリーマーケット・イベント情報

メールマガジン

★余分なレジ袋や過剰包装を断る

★食べ残しをしない

★生ごみの水切り

★分別の徹底
プラスチック製容器包装古紙

★Ｍｙ（マイ）の実践

マイボトルマイバッグ マイ箸

★簡易包装

★長持ちする製品の開発・製造

★食品廃棄物のリサイクル

★分別の徹底
プラスチック類古紙

★リターナブル容器の使用

★容器の薄肉化

市　民 事業者

リデュース

ごみを

減らすた
めに

何をした
ら

いいの？

4

ごみそのものを発生させない、リデュース（発生抑制）の取組に
皆さまと共にチャレンジします。

総排出量（ごみと資源の総量）の削減目標

平成21年度
2009年

度

現状

総排出量

128万トン

平成37年度
2025年

度

総排出量

115万トン

平成25年度
2013年

度

総排出量

124万トン

リサイクルをするのにもエネルギーが必要です。

約4万トン削減
▲3%以上

約13万トン削減
▲10%以上

だからだから

3Ｒとは
。。。 リデュース（発生抑制）　ごみそのものを減らす

リユース（再使用）　　　 何回も繰り返し使う

リサイクル（再生利用）　分別して再び資源として利用する

今までと何が

　違うの？

リデュース
ヨコハマRひろば
への参加
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平成22年度までに、ごみ量▲30％削減（対13年度比）を目標に、
市民・事業者の皆さまとの協働のもと、分別・リサイクルを進めてきました。

●1これまでのＧ３０は

平成17年度に、5年前倒しで
▲30％削減を達成

平成21年度には▲42.2％削減

【ごみ量、人口の推移】 【一般廃棄物埋立量の推移】

分別拡大前：5分別7品目

家庭ごみ 粗大ごみ 乾電池小さな
金属類

缶・びん
ペットボトル

分別拡大後：10分別15品目

粗大ごみ 乾電池小さな
金属類

缶・びん
ペットボトル

燃えない
こみ

古 紙
古 布スプレー缶

新 聞
雑誌・その他の紙
段ボール
紙パックは新たに

分別収集したもの

家庭ごみ
（燃やすごみ）

プラスチック製
容器包装

［万トン］

※横浜市が処理するごみの量

［万 人］
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横浜G30プラン
目標113万トン
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焼却工場を
削減

埋立処分場の
延命化

燃やすごみの減量により
温室効果ガス（ＣＯ2など）

を削減

ごみを減らすことで、埋立処分場を
長く大切に使っていく必要があります。

ごみを減らすことで、脱温
暖化を進めていく必要が
あります。

だからこそ!だからこそ! だからこそ!だからこそ!

ごみとなったものは、焼却処理・埋立処分をしなければな
らず、今後、埋め立てできる場所は1か所しかありません。

ごみを処理することによって、
CO2などの温室効果ガスが発生します。

ごみ量※ 人口

埋立量も着実に減っています。

人口が増えている中で、

ごみの量を

こんなに減らすことが

できました。

1

こ
れ
か
ら
も

大きなごみ減量の成果

さらにその結果

●2 新たな計画では

※ごみ処理ならではの温暖化防止対策に取り組むために、地球温暖化対策推進法に基づく地方公共団体実行計画制度の算定方式に、
　ごみ発電による削減効果を加えて、本計画の温室効果ガス削減目標を設定しました。

計画期間…平成22年度～平成37年度

資源化量
35万t

直接埋立量1万ｔ

ごみ焼却量
92万t

温室効果ガス排出量

ごみ焼却量
87万t

温室効果ガス排出量

資源化量
36万t

総排出量（ごみと資源の総量）124万t

総排出量（ごみと資源の総量）128万t

直接埋立量1万ｔ

ごみ焼却量
70万t

温室効果ガス排出量

資源化量
44万t

対H21年度
削減量 
▲13万t

総排出量（ごみと資源の総量）115万t

▲10%以上
削減

▲3%以上
削減

対H21年度削減量
 ▲4万t

1

総排出量（ごみと資源の総量）を平成37年度

までに10％以上削減（平成21年度比）
します。

平成25年度までには3％以上削減

もっとチャレンジ・ザ・3Ｒ
リデュース
リユース
リサイクル

2

ごみ処理に伴い排出される温室効果ガス

を平成37年度までに50％以上削減
（平成21年度比）します。

ごみ減量から始めよう脱温暖化

平成25年度までには10％以上削減

3

収集・運搬、処理・処分のすべての段階で、安心と安全・安定
を追求します。

ごみ処理の安心と安全・安定を追求

3R目標

3R目標

3R目標

直接埋立量1万ｔ

基準年

14.1万
t-CO2

平成
21年度
2009
年度

平成
25年度
2013
年度

平成
37年度
2025
年度

▲10%以上
削減

▲50%以上
削減

2

Ｇ30を礎に、分別・リサイクルはもちろんのこと、ごみのリデュース（発生抑制）に取り組み、
温暖化対策・CO2削減を進めます。また、ごみ処理の安心と安全・安定を追求し、ごみのこ
とで困らない住みよいまちの実現を目指します。

これからも、きちんと分別。

そして、ごみそのものを減らす

リデュースに楽しくチャレン
ジ。

みんながごみを減らせば

CO2だって減らせます。

2010 2025

いしずえ

25.3万t-CO2

28.2万t-CO2

Q
Ｇ30はもう
終わりなの？

いいえ、
終わりではありません。

Ｇ３０の取組を礎に、
市民・事業者の皆さまと
協働して、更なるごみの
減量・リサイクルに
取り組んでいきます。

横浜市資源循環局資源政策課
平成23年1月発行

〒231-0017 横浜市中区港町1-1
2045-671-2503　5045-641-1807 　　sj-seisaku@city.yokohama.jp

A

「ヨコハマ３Ｒ夢（スリム）！」
マスコット イーオ へら星人 ミーオ

新プランの目標である、ごみと資源の総量▲１０％以上削減と
温室効果ガス▲５０％以上削減の「１０」、「５０」から、
「１＝イ」・「５＝（五つの）イ」と「０＝オ」の組み合わせで「イーオ」だよ！
ミーオと一緒に３ＲをＰＲしていくよ。

新しい
仲間が
登場！

よろしくね
！

横浜市資源循環局のホームページに計画全文を掲載しています。
http://www.city.yokohama.lg.jp/から 資源循環局 へ

いしずえ

207 207210 210
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